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そ
の
た
び
に
、
全
国
か
ら
多
く
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
速
や
か
に
復
旧
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
度
は
伊

達
市
が
支
援
を
す
る
番
で
す
。

　

大
規
模
災
害
が
起
き
た
場
合
に
思
う

こ
と
は
、
各
地
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
で

す
。
災
害
時
に
は
多
く
の
業
務
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
派
遣
を
受

け
る
こ
と
で
、
被
災
自
治
体
の
職
員

は
、
復
旧
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

今
回
、
伊
達
市
で
は
、
国
や
県
、
関

係
機
関
と
の
調
整
に
よ
り
、
ほ
ぼ
全
域

で
断
水
し
て
い
る
石
川
県
珠
洲
市
に
給

水
車
と
職
員
３
名
、
住
宅
被
害
の
大
き

い
富
山
県
氷
見
市
に
被
害
認
定
調
査
員

２
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
し
た
職

員
は
、
厳
し
い
現
場
状
況
の
中
で
も
、

被
災
者
に
寄
り
添
い
、
伊
達
市
の
代
表

と
し
て
懸
命
に
支
援
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
限
り
の
応

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
、
能
登
半

島
を
最
大
震
度
７
の
大
地
震
が
襲
い
ま

し
た
。
石
川
県
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
緊
急
地
震
速
報

が
何
度
も
鳴
り
、
東
日
本
大
震
災
や
福

島
県
沖
地
震
を
思
い
起
こ
し
、
緊
張
が

走
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
今
な
お
、
被
害
の
全

容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
家

屋
の
倒
壊
や
道
路
の
寸
断
、
イ
ン
フ
ラ

の
停
止
な
ど
被
害
は
甚
大
で
、
寒
さ
の

中
で
多
く
の
人
が
厳
し
い
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
断
水
に
よ
り
飲
料
水
や
生
活

用
水
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
洗
濯
は
で
き
ず
、
お
風
呂
に
入
れ

ず
、
ト
イ
レ
も
流
せ
な
い
。
水
道
の
完

全
復
旧
ま
で
に
は
、
年
単
位
の
時
間
が

か
か
る
と
の
見
方
も
出
て
い
ま
す
。

　

伊
達
市
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

市
長
コ
ラ
ム
　
第
62
回

「
能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
」

1. 派遣職員は「被災者に寄り添い、一日も早く安心できるよう職務を全うします」とあいさつ /2. 上戸小学校（石川県珠洲市）での給水作業 /3. 石川県
七尾市と富山県氷見市に、それぞれ「伊達の水」500ml ペットボトル 1,200 本を送った /4. 市民課前に募金箱を設置。3 月 25 日まで受け付ける予定

「能登地域の一日も早い復興へ」
　能登半島地震の被災地支援として、伊達市から給水車や職員を派遣しました。1月 14 日から 17日まで、給
水車と職員 3人を石川県に派遣し、病院や市役所など生活の基盤となる施設に水を届けました。また、1月 15
日から 21日には、職員 2人を富山県氷見市に派遣し、住家被害認定調査にあたりました。派遣前に実施した出
発式で須田市長は「東日本大震災や東日本台風の被害から復興できたのは全国各地の皆さんの支援のおかげ。被
災地の皆さんに寄り添い、声を聴き、温かく支援してください」と話しました。被災地の皆さんが一日も早く日
常を取り戻せるよう、今後も被災地を支援してまいります。
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